
 

神戸学院大学大学院食品薬品総合科学研究科研究指導計画 

2021年４月１日 制 定 

食品薬品総合科学研究科では、以下の研究指導計画に従い研究を実施し、博士論文を作成する。博士論文の完成に向け
ては、指導教員に加え、論文審査で主査となる１名の教員（副指導教員）も博士論文の作成に係る指導と助言を行う。 

１）研究計画書の策定と副指導教員の決定（１年次４月） 
食品薬品総合科学研究科の学生は、入学試験の出願時に選択した指導教員と協議の上で、研究計画書(様式ＸⅠ)を
作成して大学院教務委員に提出し、食品薬品総合科学研究科委員会にて承認を受けなければならない。副指導
教員は、指導教員の推薦により研究科委員会の承認を経て決定される。 

２）研究進捗状況報告書の提出（１年次３月） 
学生は、指導教員及び副指導教員と協議の上で、研究進捗状況報告書(様式ＸⅠⅠ)を作成し、大学院教務委員に提出
する。提出された研究進捗状況報告書の内容は、指導教員により研究科委員会で報告される。 

３）年次研究計画書の策定（２年次４月） 
学生は、指導教員及び副指導教員と協議の上で、年次研究計画書(様式ＸⅠⅠⅠ)を作成して大学院教務委員に提出
し、研究科委員会にて承認を受けなければならない。 

４）研究進捗状況報告書の提出（２年次３月） 
学生は、指導教員及び副指導教員と協議の上で、研究進捗状況報告書(様式ＸⅠⅠ)を作成し、大学院教務委員に
提出する。提出された研究進捗状況報告書の内容は、指導教員により研究科委員会で報告される。 

５）年次研究計画書の策定（３年次４月） 
学生は、指導教員及び副指導教員と協議の上で、年次研究計画書(様式ＸⅠⅠⅠ)を作成して大学院教務委員に
提出し､研究科委員会にて承認を受けなければならない。 

６）学位論文提出・審査（３年次10～２月） 
食品薬品総合科学研究科の博士の学位に関する取扱い内規及び課程博士学位論文作成要領に従って所定の手続きを経
て学位論文を提出するものとする。 

７）学位授与（３年次３月） 
食品薬品総合科学研究科の博士の学位に関する取扱い内規及び食品薬品総合科学研究科学位論文審査基準に従って所
定の手続きを経て学位が授与される。



 

 



 

 


